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インターンシップ概要 

2016 年 6 月に設立されたベンチャー企業であるナノティス株式会社において、イ

ンターンシップに参加した。ナノティス株式会社は、独自技術を用いてインフルエンザ

を対象とした新規診断デバイスの開発を行っている。本インターンシップにおいて、新

規診断デバイスの構造設計等、新規診断デバイスの開発研究に従事した。また、製品販

売に向けての市場調査等を行った。これらの活動を通じて、科学技術を基盤とし、設立

から間もないベンチャー企業における研究開発の進め方および経営戦略の執り方を体

験した。 

 

活動内容 

 主たる業務として、新規インフルエンザ診断デバイスの研究開発に従事した。特に、

診断感度および診断速度の向上を目指した診断デバイスの構造最適化を行った。構造最

適化を効率良く進めるため、市販されている診断キットを精査し、比較することで、効

率的に研究開発を行った。従来、考えられる要因をすべて検討し、科学的な原因を考察

する必要があるが、特に技術の確立に早さが求められるベンチャー企業ではその過程は

非効率であると考えられたため、適宜取捨選択を行い、実験を遂行した。実際に、市販

されている診断キットを精査することは非常に有用であり、開発段階にある自社製品に

使用する素材を提案できるのみならず、自社製品の長所や短所を明確に把握することに

大いに役立った。また、診断デバイス設計において、実験室レベルでは問題なく再現可

能なことに関しても、大量生産時においても同様の方法で診断デバイスを生産すること

ができるかどうかも考慮した。このように、研究開発時から生産時における潜在的なリ

スクをあらかじめ検討することで、開発計画の修正も可能となり、効率的な製品開発を

行った。 

 さらに、市場調査や市販されている既存製品の調査にも従事し、それを基とする研究

開発計画の構築に携わった。その際、いかにして自社製品の独自性を長所として確固た

るものにしてくかを強く意識して、計画設計を行った。 

 

総括 

 創設から１年と経っていないベンチャー企業でのインターンシップを通じて、ベンチ



ャー企業ならではのスピード感とフットワークの軽さを実感できた。例えば、大学での

実験系の研究活動においては、1つ 1つ結果と理論を積み上げてある種の順序に沿って

研究を進めていくことが多い。しかし、特にベンチャー企業のような短期間の中で十分

な成果を上げなければならない場合には、全てのデータに目を向けることは難しい。仮

に画期的な技術を持っていたとしても、期限内に優れたデータを示すことができなけれ

ば、資金調達も難しくなり、すべてが水泡に帰する。そうならないために、技術の根幹

となる部分を常に意識し、綿密な考察とデータ提示のスピード感のバランスをうまく保

っていかなければならないことを強く実感した。 

 また、もう一つ重要性を感じた点として、均一に大量生産できるかどうかを考慮しな

ければならないことである。研究室における自身の学位のための研究では、基本的に 1

人で実験を行うことが多いが、製品の場合には“誰でも使用でき”、“誰が使っても品質が

保証される”必要がある。つまり、製品の性能の最大値を向上させるだけではなく、い

かに下限において性能が保証されるかを考慮する必要があり、学術研究との差を如実に

感じた。 

実際の製品開発の現場において、大学での研究活動では触れられない価値観を学ぶこ

とができ、両者の間に差があることを認識できた。産官学の連携が強まる昨今では、研

究者はその差に対応していくことが求められるため、本インターンシップは非常に有意

義な経験であり、将来のキャリアにとって大変貴重な機会を得る事ができたと考えてい

る。 
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